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砂砂丘丘
さきゅう
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でんせつ

  
 鳥取砂丘

とっとりさきゅう

にまつわる神話
しんわ

や伝説
でんせつ

を、いくつか紹 介
しょうかい

します。 

①  因幡
い な ば

の白
しろ

うさぎ 

今
いま

から約
やく

1300年前
ねんまえ

に書
か

かれた「古事記
こ じ き

」にあるお 話
はなし

です。鳥取市
とっとりし

の白兎海岸
はくとかいがん

が舞台
ぶたい

です。 

  その 昔
むかし

、大 国 主 命
おおくにぬしのみこと

が海岸
かいがん

を通
とお

りかかると、1匹
ぴき

のうさぎが泣
な

いていました。大 国 主 命
おおくにぬしのみこと

がわけを聞
き

くと、 

うさぎは次
つぎ

のように 話
はなし

しました。 

  おきの島
しま

から海
うみ

を渡
わた

ろうとした 私
わたし

は、海
うみ

のワニ（サメといわれている）にこう言
い

いました。「 私
わたし

とおまえ 

とどちらの一族
いちぞく

のほうが多
おお

いだろうか。数
かぞ

えてやるから、一族
いちぞく

みんなを連
つ

れてきて、この島
しま

から気多
け た

の 岬
みさき

ま 

でならびなさい。そうしたら 私
わたし

が声
こえ

に出
だ

して数
かぞ

えながら渡
わた

ろう。」 

  一列
いちれつ

にならんだワニの背中
せなか

をうさぎは渡
わた

りました。ところが、 

うさぎがもう少
すこ

しで地面
じめん

におりようとしたときに、「海
うみ

を渡
わた

るた 

めにお前
まえ

たちをだましたのだよ。」と言
い

うと、おこったワニはう 

さぎの着物
きもの

（毛皮
けがわ

）をはぎとってしまったのです。 

  うさぎをかわいそうに思
おも

った大 国 主 命
おおくにぬしのみこと

は、「川
かわ

の真水
まみず

で 体
からだ

 

をあらい、蒲
がま

の花粉
かふん

をまきちらし、その上
うえ

にころがりなさい。」と教
おし

えてあげました。うさぎは、言
い

われたとお 

りにすると、体
からだ

はすっかりよくなりました。うさぎはよろこんで、「あなたはヤガミヒメと結婚
けっこん

するでしょう。」 

と大 国 主 命
おおくにぬしのみこと

に言
い

いました。 

 

 

②  湖山長者
こやまちょうじゃ

 

その 昔
むかし

、鳥取市
とっとりし

湖山
こやま

にはならぶもののない長 者
ちょうじゃ

がおり、「湖山
こやま

長 者
ちょうじゃ

」とよばれていました。田植
た う

えの季節
きせつ

、

湖山
こやま

長 者
ちょうじゃ

の土地
と ち

の田植
た う

えがすべて終
お

わらないうちに、太陽
たいよう

がしず 

みそうになりました。そのとき長 者
ちょうじゃ

がもっていた 扇
おおぎ

で太陽
たいよう

をま 

ねくと、しずみかけていた太陽
たいよう

はもどり、その日
ひ

のうちに田植
た う

えを 

終
お

わらせることができました。しかし、次
つぎ

の日
ひ

に長 者
ちょうじゃ

が見
み

ると、 

田植
た う

えが終
お

わったはずの田
た

んぼは、大
おお

きな池
いけ

になっていました。 
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白兎海岸の大国主命と白うさぎの像 

湖山池と青島 



③ 多鯰ヶ池
た ね が い け

のおたね伝説
でんせつ

 

  鳥取市
とっとりし

福部町
ふくべちょう

の多鯰ヶ池
た ね が い け

に伝
つた

わるお 話
はなし

です。 

  この土地
と ち

の長 者
ちょうじゃ

のもとに、おたねという 美
うつく

しい 娘
むすめ

が奉
ほう

公
こう

をしていました。ある夜
よる

、仕事
しごと

をすませた村人
むらびと

 

たちが集
あつ

まって 話
はなし

をしていましたが、お腹
なか

がへってきました。すると、おたねがあまくておいしい柿
かき

をたくさ 

んもってきてくれました。 

その後
ご

もおたねは、何度
なんど

も柿
かき

の実
み

をもってきてくれました。冬
ふゆ

になっても柿
かき

をもってきてくれるので、人々
ひとびと

は 

ふしぎに思
おも

いはじめました。そこである日
ひ

、何人
なんにん

かの者
もの

がおたね 

のあとをこっそりついて行
い

きました。おたねは、多鯰ヶ池
た ね が い け

のほと 

りまでくると、着物
きもの

をぬいで蛇
へび

のすがたになって、水
みず

のなかに入
はい

 

っていきました。そして、池
いけ

の中
なか

ほどにある島
しま

にたどりつくと、 

そこにある柿
かき

の木
き

にのぼって、実
み

をとっていたのでした。 

  正 体
しょうたい

を知
し

られたおたねは、二度
に ど

と人々
ひとびと

の前
まえ

に現
あらわ

れなかったそうです。 

 

 

 

   山山陰陰
さんいん

海海岸岸
かいがん

ジジオオパパーークク  
 

  ジオパークは、地球
ちきゅう

の活動
かつどう

がわかる貴重
きちょう

な地質
ちしつ

や 美
うつく

しい地形
ちけい

などをおもなみどころとする「大地
だいち

の公園
こうえん

」

です。2004年
ねん

にユネスコの支援
しえん

で、世界
せかい

ジオパークネットワーク（GGN）が設立
せつりつ

され、日本
にほん

でも 2009年
ねん

に

日本
にほん

ジオパークネットワーク（JGN）が設立
せつりつ

されました。 

山陰
さんいん

海岸
かいがん

ジオパークは、鳥取
とっとり

、兵庫
ひょうご

、京都
きょうと

の 3 

府県
ふけん

3市
し

3 町
ちょう

にまたがる、東西
とうざい

約
やく

1２0km、南北
なんぼく

 

最大
さいだい

30kmのエリアをもつジオパークです。2008 

年
ねん

に日本
にほん

で最初
さいしょ

の日本
にほん

ジオパークの一
ひと

つに認
みと

められ、 

2010年
ねん

には GGNへの加盟
かめい

が認
みと

められました。また、 

2014年
ねん

には、鳥取市
とっとりし

西部
せ い ぶ

地域
ち い き

までエリアを拡大
かくだい

し、GGNへの加盟
か め い

が再認定
さいにんてい

されました。その特 徴
とくちょう

は、約
やく

2500

万年前
まんねんまえ

にさかのぼる日本海
にほんかい

の形成
けいせい

に関係
かんけい

した地層
ちそう

や岩石
がんせき

、さまざまな海岸
かいがん

の地形
ちけい

を観察
かんさつ

することができる

「地形
ちけい

・地質
ちしつ

の博物館
はくぶつかん

」であることです。また、このような自然
しぜん

の中
なか

で暮
く

らしてきた人々
ひとびと

の歴史
れきし

・文化
ぶんか

を学
まな

ぶ

ことができます。鳥取
とっとり

砂丘
さきゅう

は、このような山陰
さんいん

海岸
かいがん

ジオパークを代表
だいひょう

するジオサイト（見所
みどころ

）の一
ひと

つです。 

多鯰ヶ池と沖の小島 
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